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戦後、優生保護法下の知的障害者と優生手術をめぐる動向 

全障研茨城支部 船橋 秀彦 

 

１ はじめに―研究の課題・目的・方法 

 戦後1948年に「優生保護法」が成立する（96年に廃止）。

法の目的（第一条）には，「優生上の見地から不良な子孫

の出生を防止する…」とある。その後，49年，52年に「改

正」され，「強制的断種規定を強化」し，また「改正を重

ねるごとに，断種の対象を拡大」した
１）

２）。平田は特に日本

の知的障害者への優生手術に焦点を当てて論じている３）。 

 平田の研究で筆者が注目する点は、1)戦前の「精神薄弱」

者施設経営者（石井亮一、岩崎佐一、川田貞次郎、三田谷

啓）を検討し、「『精神薄弱者』の去勢・断種を･･･条件

付で容認しているのが実態」「戦前･戦後を通じて『精神

薄弱』者への断種(優生手術)が実行されていった」、2)

優生手術容認の理由を戦前と戦後で比較し、｢戦前の逆淘

汰論に基づく国策的な『不良な子孫の出生防止』から、戦

後は当事者の生活能力・養育能力等の欠如という現実的判

断へと重心移動してきている｣「また1950年代の終わり頃

には優生手術そのものへの躊躇が表明され、変化の兆しも

示された」とし、この「躊躇の表明」に、中村澄夫（筑波

学園長）の論稿４）をあげている点である。 

 平田の研究を受け、筆者は茨城県の公文書と岡野豊四

郎・筑波学園の史料をもとに、優生手術の事例を報告して

きた4）。そして、1)岡野豊四郎が園長当時の筑波学園に「家

庭からの要求で断種した者」がいた、2)54年度の優生手

術者4名（「精神薄弱」）は、筑波学園の在園者の可能性

が高い、3）中村の「躊躇の表明」は、背景に筑波学園で

の優生手術があったことを、明らかにしてきた。 

本稿は、筆者の報告した断種事例の時期（50 年代）の

社会的背景を補うものである。 

２ 優生手術をめぐる動向 

(1)施設構想 

 54年7月に、岡山県の旭川荘の「設立趣意書」5)の「精

神薄弱児収容施設の治療教育院」に「･･･精神薄弱児の医

療のために、精神病院に類した病床をもち、優生保護対策

として遺伝性の精神薄弱者に対する優生手術の実施･･･」

と構想された。 

（2）厚生省児童局『精神薄弱児施設運営要領』（1959） 

 『運営要領』は、「精神薄弱児施設」が法制化され、「今

後この種施設の新設拡充が益々要請されている今日、精神

薄弱児施設の運営について一貫した指針を作る必要に迫

られ」「精神薄弱児施設の運営について具体的な指針を示

し、我国精神薄弱児保護事業の進展に寄与」するために、

「精神薄弱児施設の実務者の参考書」「精神薄弱児施設発

展上の最初の道標」とのもの。「精神薄弱児保護の歴史」

「精神薄弱児の研究」の項で、「優生学的見地」を紹介し、

「一国の人口政策上からも精神薄弱児等の発生の予防が

研究されるようになった」とある。また、「衛生管理と医

学的治療」に次の「優生手術」の項目がある。 

 「精神薄弱児はその大部分は子女を養育する能力がない

ので優生学的の意味をも含めて必要によっては優生手

術が望まれる。／優生手術は･･･出来得る限り成長して

後に行われる方が安全･･･この様な場合には年齢にかま

わず手術するのも止むを得ないであろう。(略)」 

（3）「精神薄弱児対策基本要綱」 

 52 年 7 月に児童問題研究会（精神薄弱児育成会準備の

懇談会）から陳情書が出され、「精神薄弱児出生防止に関

して優生保護法の適用強化」とあった。53年11月に「精

神薄弱児対策基本要綱」次官会議決定が出され、「優生保

護対策として、遺伝性の精神薄弱者に対する優生手術の実

施の促進」とあった。 

（4）手をつなぐ親の会の大会決議（1952～00年）の分析 

手をつなぐ親の会の大会決議6)の分析から、大会決議に

「優生保護」が使用された時期は、56年・57年･58年(第

6回～8回)で、「精神薄弱基本問題研究の国家機関を整備

拡充して･･･優生保護･･･対策等を強力且つ総合的に推進

されたい」とある。｢優生学｣との用語が62年（第11回）

に使用されている。 

 (5)断種手術を受けた人数2)の変化から 

 「優生保護法により断種を受けた者」の内、「医師の申

請によるもの」で、かつ「非遺伝性精神疾患」の数を年次

推移で見ると、1955 年から74 年までは90～50 人台であ

るが、75年から82年までは30から10人台に減り、83年

からは一桁台となった。70年代中頃と80年代前半が、分

岐である。 

(6)優生手術への批判 

 67年に全障研が結成され、第3回大会（69年）で「優

生手術はおかしい」等話された7)。72年に、青い芝の会が

優生保護法改正反対の運動をした。75年の「第13回全国

精神薄弱施設職員研究大会」で「障害者故に隔離や優生手

術等短絡的な手段により安易に処置すべきではない」と話

された。 

３ まとめ 

 50 年代には、知的障害者の優生手術について、親の団

体や行政施策も肯定的で、「施設運営要領」など、施設運

営の方針にも優生手術が肯定されていた。統計で「非遺伝

性精神疾患」への優生手術が減り始めるのは、70 年代中

頃である。 
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